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Abstract:Thepurposeofthisstudyistoinvestigatetheeffectsofmusicon

parasympatheticnervousactivity(PSNA).Datawasobtainedusingpower

spectralanalysisofheartratevariability(HRV).Inordertoexaminethe

influenceofmusicontheparasympatheticnervousactivity,twokindsof

music,comfortableanduncomfortablemusic,wereusedforthisexperiment.

TheresultsshowedsignificantdifferencesbetweenthenormalrestlngState

PSNAandPSNAwhilelisteningtomusic.ThePSNA increasedsignificantly

whilelistening tothecomfortablemusic,whereasitdecreased when the

subjectswereexposedtotheuncomfortablemusic.Regardingheartrate,no

slgnificantdifferenceswerefoundbetweenthesubjectsnormalrestingstate

andtheirstatewhilelisteningtomusic.Thesefindingssuggestthatthe

PSNAindexobtainedfrom powerspectralanalysュsOf氏-氏 intervalsreflects

theeffectofmusiconfeeling.Furthermore,thePSNA indexmethodwas

abletodetectchangesinautonomicactivitythatcouldnotbedetectedby

monitoringheartrate.ThissuggeststhatthePSNA indexisamoreuseful

toolthanheartrateforexpresslngfeelingasanumericalvalue.Sincethe

PSNA isconsideredtoincreasewhenpeoplerelax,theindexcouldbea

usefulparameterforexaminlngtherelaxationeffectsofnursinginterventions.

However,duetothesmallsamplesizeofthistrial,furtherresearchisneeded

tomakefirm conclusion.

Keywords: music,parasympathetic,heartrate,powerspectralanalysュs,

relaxation

は じ め に

近年,音楽療法は介護や看護の場で用いられ

てきており,そのリラクゼーション効果の客観
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的な評価が試みられてきている｡先行研究では,

一般に心地よいといわれている1/fゆらぎの

音楽の効果を自律神経活動の指標を用いて検討

しているものが多い1～4)｡ 田畑らは苦楽の効果

を脳波を指標に検討し,1/fゆらぎの音楽は

精神的安静に効果がある一一一万で,雑音は有害で

あることを報告している5)が,被験者数が極め

て少なく更なる検討が必要である｡そこで本研

究では,異なる音楽を聴取することが副交感神

経活動量に及ぼす影響について検討した｡
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方 法

1,対 象

聴覚障害,循環器障害のない健康成人女性で,

本研究の趣旨に同意の得られた30-40歳 (平均

35±2.8歳)の9名を被験者とした｡

2.実験条件と手順

実験は空調設備の整った静かな環境の個室に

おいて実施 した｡実験のタイムスケジュールは

図1の通りである｡心地よい音楽 (癒し系のニュー

エイジ音楽のアルバム :快な音楽)と不快な音

楽 (テクノ系音楽を ミキシングしたもの :不快

な音楽)を用意 し,これらの音楽を被験者とな

りうる対象者に予め聞かせ,それぞれの音楽に

対し心地良い,不快であるという感想をもった

者を被験者とした｡パターンAとパターンBの

2つのテストを各被験者に行った｡パターンA

では,被験者は実験開始から初めの18分間は閉

眼しながらソファに安静仰臥位をとり,その後

同じ状態のまま18分間心地良い音楽をイヤホン

を通して聞いた｡その後更に18分間不快な苦楽

を同様の方法で聞いた｡パターンBでは,被験

者は18分間の安静後,初めに不快な苦楽を聞き,

その後心地良い音楽を聞いた｡被験者は両方の

パターンを異なった臼の同 じ時間帯に1パター

ンずつ体験 した｡

3.測定機器および解析方法

副交感神経活動量の指標として心電図を選び,

その測定にはGMS社 (東京)のActivetracer

301(AC-301)を使用した｡サイズは約 5×8

×1.5cm,重さ約85gである｡心電図電極の貼

付はノイズが最も少ないとされる胸部第Ⅲ誘導

で装着し,実験中継続的にR-R間隔の測定を行っ

た｡PSNA (parasympatheticnervousactivi

ty:副交感神経活動)は,AC-301により得 られ

た心電図中のR-R間隔のデータを,Yamamoto

とHughson6)の開発 した粗視化 スペ ク トル

(CoarseGrainingSpectralAnalysis:CGSA)

法を用いた解析用のソフトウエアであるTime-

seriesStatisticalAnalysis System を用い

てパーソナルコンピュータで処理 した｡

1981年に,氏-R間隔の周期的変動を周波数解
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析することによって自律神経機能を示すことが

示唆され,0.15-0.40Hzの高周波成分 (High

FrequencyComponent:HFC)が副交感神経

機能を示し,0.05-0.15Hzの低周波成分 (Low

FrequencyComponent:LFC)が,交感神経

と副交感神経の影響を受けていることが報告さ

れた7).従って,HFCのピーク面積をもって

副交感神経機能とされ,定量的な計測が可能で

あると考えられ,HFCはPSNAの指標として用

いられている｡ しかし,KobayashiとMushaは,

心拍変動には, "1/fゆらぎ"が存在するこ

とを明らかにし,これまでの計測方法には誤差

が含まれることが示唆された8)｡本研究では,

このゆらぎ成分が除去された,CGSA法を用い

て,自律神経機能のパワースペクトルを求めた｡

そのパワースペクトルの全パワーに対するHF

Cのパワーの比をPSNAとして自律神経の指標

として用いた｡なお,PSNAは無名数である｡

また,LFC, もしくはLFC/HFCで交感神経

活動を評価する見方もあるが,その根拠は疑わ

しいという報告が複数ある9-10)0

図1に示すように,それぞれのセクションで

測定した18分間の心拍のうち,最初と最後の1

分を除く16分間のデータを2分毎に解析し,そ

の8ポイントの合計値をそのセクションの副交

感神経活動量とし,安静時の値を100として比

較 した｡副交感神経活動量の絶対値は個体間の

バラツ与が大きく相対的での評価が望ましいと

する報告がありlト 12),本研究でも相対的評価を

用いた｡統計解析にはEXCEL (マイクロソフ

ト社)を使用し,結果は平均±標準偏差で示し

た｡パターンAでは安静時と快な音楽時,快な

音楽時と不快な音楽時,安静時と不快な音楽時,

そしてバク-ンBでは安静時と不快な音楽,不

快な苗楽時と快な音楽時,安静時と快な音楽時

についてそれぞれT検定によってPSNAとHR

(heartrate:心拍数)を比較した｡有意水準は

5%とした｡
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0 18 36 54(分)
パターンA トー一一----一十-------一十--------I

音楽なし 快な音楽 不快な音楽

0 18 36 54(分)
パターンB ト日日--一十一--I---i--------1

音楽なし 不快な音楽 快な音楽

図 1 実 験 の 手 順

結 果

1.PSNA

図2と図3は,パターンAとBにおける各セ

クションのPSNA値の平均値をそれぞれグラフ

化したものである｡どちらのパターンにおいて

ら,安静時と最初の苦楽傾聴時のPSNAは有

意差をもって変化していた｡すなわち,パター

ンAでは, 心 地 よ い音 楽聴取 時 のPSNA

(183.9±89.5)は安静時の値 (100±0)に比べ

て有意に高く (p-0.023),不快な音楽傾聴時

のPSNA (101.2±48.9)は快な音楽聴取時の値
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(183.9±89.5)よりも有意に低 くなった (p-

0.032)｡不快な音楽を先に聞いたパターンBで

は被験者全員のPSNAの高低がパターンAの場

合とは逆となった｡すなわち,不快な音楽聴取

時のPSNA (50.6±23.7)は安静時の値 (100±

0)に比べて有意な低下を示し (p-0.007),快

な音楽傾聴時のPSNA (89.2±29.7) は不快な

音楽聴取時の値 (50.6±23.7)よりも有意な上

昇を示した (p-0.001)｡ しか し, いずれのパ

ターンにおいても安静時と最後に苦楽を聴いた

時の値では有意な変化は認めなかった｡パター

音楽なし 快な音楽 不

快な音楽図2 パ ター ンAにおけるPSNA値の変化 (∩-9)

-
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音楽なし 不快な音楽 快な音楽図中の番号は,図2中の記号と同一の被験者をそれぞ

れ示す図3 パ ターンBにおけるPSNA値の変化 (∩-7)ンA,Bにおける典型的な1例

を図4と図 5に PSNAが低下 し,またパターンB時は不快な音それぞれ示す｡ しかしながら,

図6と図7に示 楽によって低下したPSNAが快な音楽の傾聴にすように,被験者の中には,パターンAにおい よっても安静時の40%あまりにまでしか上昇 し

て快な音楽傾 聴後の不快な 音楽傾聴で著 しく なか った者もいた｡
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分)図7 パターンBにおけるPSNA変化の1例(66.

81±11.55),不快な音楽傾聴時では (68.94各セクションのHRは,パ ター ンAにおいて

±17.63)であった (図8)｡ また,パ ター ンBは安静時で(67.21±11.81),快な音楽傾聴で では安静時で (65.68±7.

50),不快な音楽傾聴音楽なし 快な音楽 不快な音楽

図中の記号は,図2,図3中の記号と同一の被験者をそれぞれ示す｡

図8 パターンAにおけるHRの変
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音楽なし 不快な音楽 快な音楽国中の記号は,図2,図3中の記号と同一の被験者をそれぞれ示す

｡図9 パ ター ンBにおけるrIR

の変化 (n-7)で (68.94±17.63),快な音楽系統時では (66

.21±9.70)であった(図9)｡HRは

パターンA,Bにおけるいずれのセクション間で

も有意な変化は見られなかった｡

考 察1.PSNAパタ

ーンAにおいては,図2に示したように,音楽

のない安静状態と音楽傾聴時のPSNAを比較す

ると,快な音楽傾聴時では上昇 し,快な音楽から不

快な音楽になるとPSNAはF降 した｡また,

パターンBでも不快な音楽傾聴時は音楽がない状

態よりもPSNAは低値を示し,不快な音楽から快な音楽になると,PSNAは上昇を認

めた｡これは,苦楽がもたらした自律

神経活動の変化をPSNAは反映していたと考

えられる｡本研究の快な音楽に関す る結果は, 先行

研究 卜 4)によって示された1/f音楽の自律神経活動への影響結果を支

持している｡パターンBにおいて,苦楽がな

い状態と最後に快な苦楽を聴いた状態でのPSNAには有意差

一57-

がなく,また不快な音楽を聴いた後に快な苦楽

を聴いても安静時の状態にまで戻らなかったも

のがいた.このことは,一旦不快な刺激によっ

て副交感神経機能が低下すると,快な刺激を加

えても期待するほどのリラクゼーション効果を

生まないことを意味する｡よって,より効果的

なリラクゼーション効果を期待するには,入院

や治療によってもたらされるであろう精神的なス

トレスが過度にならないうちに,予防的にリラ

クゼーション法を用いることが必要である｡しかし

ながら,今回の実験では,不快な音楽傾聴後に続

けて快な音楽傾聴の手順で行ったため,不快な

苦楽傾聴後に音楽のない状態で経過を見ること

により,PSNAが上昇する可能性 も否定で

きない ｡ 今後のサンプル数を増やすと同時に,初めに

聴いた音楽の効果の持続時間を観察する必要が

ある｡ また,図4と図5は同一の被験者の結果を
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コントロールすることは不可能であり,短時間

のPSNAを指標とする際の限界であると言える｡

2.H R

先行研究では,音楽によるHRの変化を報告

しているものもある｡例えば,飯田らは,老人

保健施設入居者を対象に音楽聴取によるHRの

低下を報告 している4)｡ しか しながら,本研究

では,いずれのパターンにおいて もHRは有意

な変化はみられなかった｡例えば,イメージし

た感情 の違 いによ る自律神経活動 を み た

McCratyらの研究ではHFCの上昇とHRの低下

があるといった規則性は報告されていない1:i)｡

つまり,HRとPSNAは必ず しも一致 して リラ

クゼーション反応を示すとは限らないことを示

している｡ 本研究の結果は,音楽がもたらす刺

激はHRの変化を反映 しうる程の刺激 とはなら

ないことが考えられる｡ しかしながら,図 9に

示すように,被験者の中には不快な音楽の聴取

時に著明なHRの上昇 (65-97回/分)を認め

るものもいた｡ このようにHRの変化で取 られ

ないような微細な変化をPSNAが捉え うること

は,Kamedaらの研究でも示されている14)｡ こ

の被験者は実験中不快な音楽を聴いている問は

かなり不快な表情が見 られ,また実験終了後に

は ｢もう二度と聴きたくない｣という感想をも

らした｡ このことからもその音楽が過度な不快

感を与えるものであれば,その刺激はHRにも

反映しうることが示唆された｡

結 論

HRV (heartratevariability:心拍変動)

のスペク トル解析より得られたPSNAは,音楽

によってもたらされた快や不快の感情を反映 し

得る｡一方,HRはこれらの感情を反映 しない

ことから,PSNAはHRの変化では表出されな

い程度の自律神経の変化を捉えうることが可能

であり,より有効な指標であると考えられる｡

今後,PSNAが音楽以外のどのような因子によっ

て影響されるかを検討 していくことによって,

この指標を リラクゼーション効果の評価として

確立 していくことが可能であろう｡
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